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京 都 大 学 経 済学 会規 則(抜 華)

目的及び事業

第3条 本会は,経 済学 ・経営学 に関す る研究 ・教育 の振興 と,そ の成果の普及を図 り.

窟都大学経 済学部 の発展 に寄与す ることを目的 とす る。

第4条 本会億,前 条の目的 を達成す るために次 の事業 を行 う、

1.機 関誌 「経済論叢」 を発行す ること、「経済論叢 」は毎月1回 発行す ること,た

だ し,臨 時特 別号 を発行す ることがある.

2.「 経済学研究叢書 」を発 行す ることL,

3.学 術研究 会を開催す ること。

4.公 開講演 会を開催す ること、

5.そ の他 本会の目的を達成す るために必 要な事業。

構 成

第5条 本会橡,次 の会貝 を もって組織する 、

1、 正会員

(一〕 京都 大学経済学部教授,助 教授,講 師,助 手及び同学部出身者。

(コ 京都 大学大学 院経済学研究科学 生及び同研究科出身者。

日 評議 員会にてと くに認めた もの。
2、 学生会員 京都大学経済学部学 生.

3。 賛助会員 本会の事業 を賛助す るもの 、

第6条 前条のほか所定の会費 を納めて 「経 済論叢 」の配布 を受 ける個 人及び団体 は購読

会貝 とす る.

第7条 特別の場 合に限 り,前2条 に定め られた会員以外 のものに も会員 に準ずる取扱 い

をす ることがで きる.

第8条 会貝 には,「 経済論叢.iを 配布す る.た だ し,臨 時特 別号 はこの限 りで ない,、

会 計

第IO条 会員は,次 の会費を納 めなければな らない、

1.正 会 員 年額10,QQO円2,学 生 会員 年額1G,000円

3.賛 助会員 年額10,0QO円 以上4.購 読会員 年額10,000円

一 一 既 刊 目 次一
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三菱電機の テレビを中心 とす る

対米輸出マー ケテ ィング(1) 近 藤 文 男

賃金 リスクが農村一都市 問

労働移動に与える影響 木 村 雄

ポ ー コ ック以 後 の

ジ ェー ム ス ・ハ リン トン研 究(2) 竹 澤 祐 丈

ポ ス ト冷戦 の米 国の対中輸出規制政策 馬 紅 梅

土地市場 が存在 する もとでの
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「経済論叢」「調査 と研究」執筆要領(抄)

1998年6月

京都大学経済学会編集委 員会

1.本 学会 の正会員は投 稿す る ことがで きる.執 筆 者が2名 以 上の場 合は,少 な くとも

1名 は正会員でなければな らない。

2、本学会評議員以外の正会員の投稿原稿 については. ,編集委員会にて審査 を行い掲載

の採否 を決定す るが,必 要に応 じて執筆者 に リライ トを求める ことがある。

3,掲 載 された論文等の著作 権は原則 として本学会に帰属す るもの とする、,他の出版物

にその一部,ま た は全てを転載す る場合 には,著 者 はその旨を本学会に連絡 し,既 に

本誌に掲載 され たことを明示す ること。

4.投 稿者 は投稿原稿を提出す る際 学 会事務局 に備 えてあ る 「論文提 出明細書」 を記

入 して添付す ること。

5.投 稿者 は原 則 として本執筆要領に もとづ いて投稿す ること。

6.原 稿は横書 きとし,完 全原稿である こと。手書 き原稿の場合 は学会所定の原稿用紙

を用い,ワ ープロ原稿 の場合 はフロ ッピィとプ リン トアウ トした原稿を3部 提 出す る

こと。 ワー プロ原稿 はテキス トフ ァイルとし,利 用 したOS,ソ フ ト名 を明記す るこ

とひ

7,投 稿原稿には タイ トル と氏名,英 文 タイ トルを記 人 した表紙 を付 けること.

8.原 稿の制限枚数 は下記 のようにす る。

「経済論叢 」 論文 二200字詰原稿用紙85枚 以内,ワ ープロ原稿17,000字 以内,、

研 究 ノー ト:200字 詰原稿用 紙60枚 以内,ワ ープ ロ原稿12,000字 以

内.

書評 二200字詰原稿用紙40枚 以内,ワ ープ ロ原稿8,000字 以 内。

図版 および表 は!枚400字(原 稿用紙2枚)に 換算す る。

「調査 と研究」は論 文,研 究 ノー ト,調 査,サ ーベ イ等全てを200字 詰原稿用紙170

枚以 内,ワ ープ ロ原稿34,000字 以内 とす る。図版 および表は1枚400字(原 稿用紙

2枚)に 換算す る。

9,論 文 の執筆 には原則 として現代か なづかい,常 用漢字を用い ること。
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京都大学大学院経済学研究科教授

京 都 大 学 総 合 人 間 学 部 教 授

京都大学大学院経済学研究科学生

京都大学大学院経済学研究科学生

京都大学大学院経済学研究科学生

口 本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 員

京都大学大学院経済学研究科学生

i会 員 各 位 へil会 費は下記 あて御納入下 さるよ うお願 いいた します・

L会 費納 入先 京都市左京区吉田本 町 京都大学経済学部 内

京 都 大 学 経 済 学 会

振 替口座OlO90-6-17219番

1,会 費年額 且0,000円(前 納)

1.会 員各位 の現住所,氏 名,卒 業年次.就 職 先を学 会まで御通知下さい。

※ 会員外の雑誌購 入は有斐閣へお 申込み下さい,
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京都市南区吉祥院池田南町13

京 都 大 学 経 済 学 会

6(〕ぴ85Q1京 都 市 左 京 区 吉 田 本 町

振替口座OlO90-6-17219番

株式会社 有 斐 閣
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